
第１章 終戦直後の混乱と生活

第一節  外地からの引揚者の支援 1 引揚者の行政的支援①  <角8>

2 引揚者の行政的支援②  <角9>

第二節  配給と供出 3 配給の実際  <小内13a>

第三節  旧植民地出身者の動向 4 十勝地方食糧供出に関する軍政部発表  <角18>

5 華人・朝鮮人の動向  <小内16>

6 朝鮮人と中国人の帰国  <小内17>

第四節  町内会・部落会 7 町内会部落会の廃止  <小内21>

8 町内会部落会の実情  <小内22>

第五節  進駐軍への対応 9 進駐軍関係道路工事  <小内23>

10 進駐軍の慰安  <小内25>
  

第２章 農漁村・炭鉱の生活の変化   

【農漁村の生活】   

第一節  戦後復興期の農漁村社会  

（１）  戦後直後の農漁村社会 1 北見農村の経済白書  <小内1>

2 産児制限に対する世論  <小内2>

（２）  農漁村生活の再建への動き 3 農村生活改善運動の取り組み  <小内8>

4 新生活運動の推進とその理念  <小内7>

5 むらづくりの実践と農事組合の結成  <小内10>

第二節  高度成長期の農漁村社会   

（１）  農山漁村生活における生活様式の変化 6 無電化生活とラジオの共同聴取の試み  <小内9>

7 農山漁村電気導入事業の推進  <小内13>

8 家電製品の普及と自動車免許の取得  <小内19>

（２）  農山漁村生活における様々な問題状況 9 労働・生活環境と農夫（婦）症  <小内17>

10 農家における嫁の地位  <小内12①>

11 労働力の流出と農業に対する評価の変化①　我青年会に思う  <小内21>

 12 労働力の流出と農業に対する評価の変化②　農業女性青年に  <小内20>

（３）  問題状況への対応と対策 13 生活における共同化の推進と共同炊事の試み  <小内18>

 14 出稼からの脱却を目指す漁村の村づくり運動  <小内11>

15 農漁村集落団地成事業の試み  <小内16>

16 農業後継者・農村花嫁対策の推進  <小内23>

17 自治体による過疎地域振興計画策定の動き  <小内29>

第三節  安定成長期以降の農漁村社会 18 新規就農担い手対策の推進  <小内25>

19 女性農業者グループによる直売所の経営  <小内30>

20 漁協婦人部連絡協議会が始めた「お魚殖やす植樹運動」  <小内27>

21 農村と都市の交流を進める取り組み  <小内31>

22 農業・農村の多面的機能への注目  <小内新26>
  

【炭鉱の生活】   

1 鉱山文化会関係  <吉岡1>

2 第三回全道工場鉱山陸上競技大会開催について  <吉岡2>

3 夏期安全祈願祭斉行の件  <吉岡3>

4 三池組織対策～オルグ派遣に関する指令  <吉岡4>

5 内部かくらん狙う　赤間分裂の敵のやり方と宣伝  <吉岡5>

6 事態収拾を主張する  <吉岡6>

7 炭労の仲間へ訴える  <吉岡7>

8 社員希望退職募集  <吉岡8>

9 万字礦、美流渡礦の皆さんへ  <吉岡9>

10 北海道炭住関係資料  <吉岡10>
  

第３章 都市化と都市の生活   

第一節  占領下・復興期の都市  

（１）  戦後処理 1 建物疎開の戦後補償  <小内3>

（２）  戦災都市の復興 2 戦災都市の復興状況  <小内7>

　第□編（部）　【社会・文化】　目次（案）
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（３）  闇市 3 闇市と一般物価の取り締まり  <小内10>

4 闇市の価格  <小内9>

（４）  都市住民の自給自足策 5 自給菜園耕作組合  <小内11>

（５）  道路の馬糞 6 札幌の道路の馬糞  <小内12>

7 名寄の馬糞条例  <小内13>

第二節  高度成長期の都市化と都市生活  

（１）  スーパーマーケット 8 道内初のスーパーマーケット  <小内14>

（２）  団地の形成 9 大型団地の開発  <小内16>

（３）  都市基盤整備の要望 10 都市基盤整備（バスの運行）の要望  <小内18>

（４）  コミュニティ政策の展開 11 地域コミュニティ計画  <小内21>

（５）  都市生活に対する要望 12 都市生活についての世論調査  <小内40>

（６）  ゴミ問題 13 主要都市の塵芥処理  <小内28>

（７）  買物公園 14 買い物公園の理念と課題  <小内41>

（８）  コンビニエンスストア 15 コンビニの誕生  <小内34>

第三節  安定成長・低成長期以降の都市生活  

（１）  公衆浴場の盛衰 16 銭湯の厳しい経営環境に対する助成願  <小内31>

（２）  都市公園 17 個性的な公園  <小内36>

（３）  脱スパイクタイヤ 18 脱スパイクタイヤ推進条例  <小内37>
  
  

第４章 保健・福祉・医療   

第一節  戦後改革・制度整備期の公衆衛生  

（１）  衛生状態 1 道民の健康と衛生の一般状態  <林1>

（２）  防疫体制 2 伝染病防疫について  <林3>

（３）  鼠の駆除 3 礼文「ねずみ捕り」替え歌  <林6>

第二節  医療・保健資源の配置   

（１）  へき地問題 4 へき地診療所設置計画  <林8>

第三節  疾病とその対策   

（１）  ポリオの流行とその対策 5 中間報告  <林28>

（２）  被爆者への医療 6 被爆者健康診断  <林13>

（３）  スモン病と患者団体の活動 7 知事への要請書  <林17>

第四節  地域の健康と福祉   

（１）  住民にこたえる保健所づくり 8 北海道レベルでの問題  <林14>

（２）  医療と福祉の改善 9 いのちとくらしを守る要求書  <林15>

（３）  婦人相談所の概況 10 婦人相談所の概況  <林16>

第五節  医学の変遷   

（１）  精神医学の変遷 11 地域精神衛生  <林27>

（２）  北海道の農村医学 12 30年の変容概観  <林18>

（３）  要望書 13 地域医療の混乱是正  <林25>

第六節  二〇世紀末の医療・福祉課題   

（１）  働きす過ぎと過労死 14 過労死の原因と背景  <林22>

（２）  介護保険制度の創設 15 介護保険制度施行準備日程  <林23>
  

第５章 社会運動   

【市民・環境・政治運動】   

第一節  「高度経済成長」と大規模開発と社会運動  

（１）  ダム建設をめぐる住民運動 1 岩尾内ダム建設に対する要望  <角2>

2 岩尾内ダム建設後も残る住民からの要望  <角5>

（２）  伊達火力発電所建設をめぐる社会運動 3 賛成派の主張  <角6>

4 反対派の主張  <角7>

5 環境権訴訟  <角9>

（３）  苫東開発をめぐる反対闘争 6 反対する会の誕生  <角11>

（４）  小樽運河保存問題 7 100人委員会アピール  <角16>

8 青年会議所の主張  <角17>

第二節  自衛隊・海兵隊と反対運動   

（１）  長沼事件 9 長沼事件に関わる反対運動の声明  <角18>

（２）  矢臼別演習場に対する抵抗 10 計画公表直後の農民の要請  <角20>

11 平和盆おどり大会  <角21>

12 川瀬氏の決意  <角24>

第三節  生協運動   
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（１）  職域生協から市民生協への転換 13 札幌市民生協の設立  <角32>

第四節  「組織」の運動から「市民」の運動へ   

（１）  札幌べ平連 14 北海道各地　べ平連の動き  <角41>

15 長沼ミサイル基地フンサイ！  <角42>

（２）  地域を拓くシンポジウム 16 「地域を拓く」シンポジウムへの参加の呼びかけ  <角44>

（３）  生活クラブ生協の理念 17 地域をひらくシンポジウム81報告：札幌の運動総括  <角45>

18 趣意書  <角47>

第五節  生活クラブ生協   

（１）  生活クラブ生協の理念 19 生活クラブ生活協同組合設立趣意書  <角57>

20 石鹸利用促進条例に係る直接請求  <角59>

21 市民ネットワーク北海道  <角68>

22 ワーカーズコレクティブ設立趣意書  <角73>

（２）  北海道グリーンファンド 23 設立趣意書  <角76>

24 市民風車  <角78>

（３）  NPOの時代 25 中間支援組織の設立  <角80>

第六節  核・原子力をめぐる社会運動   

（１）  幌延問題 26 反対申し入れ  <角82>

27 深地層研究所反対の申し入れ  <角84>

28 署名の結果  <角90>

（２）  泊原発 29 泊3号機増設反対の申し入れ  <角101>

（３）  ITER誘致反対運動 30 公開質問状  <角102>

第七節  自然保護・環境運動の隆盛   

（１）  士幌高原道路 31 弁護士会による調査  <角104>

（２）  当別ダム上流部リゾート開発 32 反対のアピール  <角109>

（３）  西岡水源地問題 33 ボート乗り場建設  <角119>

第八節  住環境を守る   

（１）  丘珠空港 34 住民による反対請願  <角119>

（２）  マンション建設反対 35 精進川河畔に建設予定のマンション  <角127>
  

【障がい者運動】   

第一節　障害者への人権侵害：旧優生保護法 1 北海道の文書  <松本2>

第二節  入所施設設置運動 2 知的障害者（精神薄弱者）運動  <松本1>

3 北海道福祉村構想  <松本4>

4 施設運営の活性化をめざして  <松本8>

第三節  障害当事者による障害者運動：地域生活の実
現

5 障害当事者自身の声  <松本5>

6 障害のある人々の生活改善  <松本6>

7 調査と人権の問題  <松本9>

8 ＤＰＩ世界会議札幌大会に向けて  <松本11>

9 ＤＰＩ世界会議札幌大会を終えて  <松本12>
  

【女性の人権をもとめる団体活動】   

第一節  終戦直後の女性の団体活動  

（１）  女性団体の活動再開 1 白雪会の活動  <林1>

第二節  女性の人権問題とその変遷   

（１）  戦後の課題の把握 2 売春に関する実態調査  <林2>

（２）  DV問題(ジェンダーベイズドバイオレンス) 3 北海道の女性に対する暴力調査  <林26>

第三節  高度成長期と女性団体の活動の活発化   

（１）  婦人団体の連携 4 北海道婦人団体連絡協議会の結成  <林6>

（２）  北海道炭鉱主婦協議会 5 命の安売りはゴメン  <林10>

（３）  婦人団体の役割と組織状況 6 声を上げる  <林13>

（４）  国際婦人年行動計画策定について 7 働く婦人による知事への請願  <林14>

第四節  男女共同参画の社会を目指して   

（１）  女性のための施策について 8 女性のための施策への提言  <林25>

（２）  国際会議と道民女性の参加 9 北海道自立プラン  <林18>

10 ナイロビ世界会議  <林17>

 11 北京世界女性会議  <林22>
  

第６章 自然災害と防災   

第一節  占領下・復興期の自然災害   

（１）  1952年十勝沖地震 1 十勝沖地震の記録にあたつて  <小内1>
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（２）  1954年洞爺丸台風 2 洞爺丸台風による遺体収容記  <小内4>

第二節  冷害とその影響   

（１）  1953・1954・1956年冷害 3 冷害による人身売買対策  <小内9>

4 町財政への冷害の影響  <小内10>

（２）  1964年冷害 5 冷害による生活保護対策  <小内11>

（３）  冷害による移民への衝動 6 冷害農家の南米への移民計画と要望  <小内12>

（４）  戦後海外移住状況 7 職業別移住者数と支庁別移住者数  <小内17>

第三節  高度成長期の自然災害   

（１）  1962年十勝岳噴火 8 十勝岳噴火の記録  <小内19>

（２）  1968年十勝沖地震 9 一九六八年十勝沖地震と津波  <小内20>

第四節  安定成長・低成長期の自然災害   

（１）  1977年有珠山噴火 10 一九七七年有珠山噴火／二週間の記録  <小内21>

（２）  1981年石狩川洪水（台風第12・15号） 11 石狩川洪水体験記  <小内24>

（３）  北海道南西沖地震 12 北海道南西沖地震と津波  <小内25>

 13 燃える青苗の町  <小内26>

第五節  構造改革期の自然災害   

（１）  2000年有珠山噴火 14 聴覚障害者の避難と支援  <小内28>
  

第７章 宗教   

第一節  戦争の爪痕と復興への模索 1 北海道の教勢（キリスト教）  <櫻井1>

2 北大寄付講座（真宗大谷派）  <櫻井3>

3 参議院議員選挙を省みて（真宗大谷派）  <櫻井4>

4 戦犯釈放運動（東西本願寺）  <櫻井5>

5 樺太からの引揚げ教会（天理教）  <櫻井6>

第二節  経済成長期の教線拡大と葛藤 6 夕張事件①  <櫻井7>

7 夕張事件②  <櫻井8>

8 北海道開拓伝道①  <櫻井9>

9 北海道開拓伝道②  <櫻井10>

10 北海道開拓伝道③  <櫻井11>

11 都市化と伝道  <櫻井12>

12 閉山と寺院  <櫻井13>

第三節  人口減少社会・個人化社会のさきどり 13 いのちの電話開設  <櫻井15>
  

第８章 まつり   

第一節  占領下・復興期のまつり  

（１）  仏教のまつりの大衆化 1 ＧＨＱ文書が記録した札幌花まつり  <小内6>

（２）  GHQの祭りへの視線 2 卑猥な踊りは困る  <小内7>

（３）  観光を目的とした祭り 3 観光温泉祭り  <小内8>

（４）  冬のまつり 4 第１回さっぽろ雪まつり  <小内9a>

（５）  戦後の夏まつり 5 冬まつりのルーツを探る  <小内10>

（６）  食の祭りのさきがけ 6 さっぽろ夏まつりの誕生と歩み  <小内13>

7 サケ供養としてのあきあじ祭り  <小内11>

 8 イベントとしてのさけ祭り  <小内12>

第二節  観光目的のまつりへの批判と新しいまつり   

（１）  祭りへの批判的まなざし 9 はんらんするお祭り  <小内18>

（２）  北海ヘソ祭り 10 第１回北海へそ祭り  <小内14>

（３）  人間ばん馬大会 11 盛り上がる人間ばん馬  <小内17>

（４）  北海道三大あんどん祭り 12 夜高あんどん祭り  <小内15a>

13 八雲山車行列のルーツ  <小内15b>

14 斜里ねぷた  <小内15c>

第三節  祭りへのまなざしの変化と更なるまつりの創造   

（１）  増加するまつり 15 九百七十二にのぼる札幌の祭り  <小内18新>

（２）  オーケストラの祭典 16 さっぽろ・夏の音楽祭（ＰＭＦ）  <小内21>

（３）  YOSAKOIソーラン祭り 17 第１回よさこいソーラン祭りとその意義  <小内22a>

（４）  祭りの統合 18 一本化したなよろの夏まつり  <小内23a>
  

第９章 地域からの情報発信   

第一節  農村における有線放送 1 有線放送施設の普及とその意義  <小内1>

第二節  地方紙の族生と成長 2 根室新聞の「創刊の辞」「百号を迎えて」  <小内4>

3 日刊宗谷の「創刊のことば」  <小内6>
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4 夕刊留萌の「創刊の言葉」  <小内5>

第三節  農村型ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）の登場 5 穂別町営の穂別町社会教育テレビ  <小内11>

6 池田町営有線テレ局と定時放送  <小内12>

7 西興部村ＣＡＴＶと自主放送サービス  <小内14>

第四節  郷土誌からタウン誌へ 8 月刊はこだて〈街〉  <小内15>

9 月刊おたる  <小内16>

10 旭川春秋  <小内17>

 11 月刊ポケットむろらん  <小内18>

12 ふるさと十勝  <小内19>

第五節  ミニコミ誌の隆盛とその性格変化 13 市民会議ニュース（帯広市）  <小内8>

14 くらしを洗おう（札幌市）  <小内7②>

15 十勝ミニコミ・ネットワーク  <小内9>

16 なにもないミニコミ誌（八雲町）  <小内10>

第六節  コミュニティＦＭ放送局のひろがり 17 全国第一号「ＦＭいるか」（函館市）の開局  <小内25>

18 「ＦＭくしろ」の開局  <小内23>

19 「ＦＭねむろ」の開局  <小内24②>

20 放送サポーター＆スタッフシンポジウムの開催  <小内24>
  

第１０章 食住の変化   

【食文化】   

第一節  戦後改革・制度整備期  

（１）  道立滝川種羊場の活動 1 羊肉の普及  <秋野3>

（２）  パン食の普及と洋食浸透 2 主食の選び方  <菊地1>

第二節  高度成長期   

（１）  食生活の洋風化 3 これからの食生活  <菊地2>

（２）  十勝ワインの誕生 4 ワイン試験製造の許可  <秋野5>

5 国際コンクールでの快挙  <秋野4>

第三節  安定成長期   

（１）  道産米の改良 6 良食味米（きらら397）の誕生  <荒川1>

（２）  道産素材を用いた新規嗜好品の展開 7 ハスカップを活用した商品開発  <荒川2>
 

【住文化】  

1 標題未定  <羽深1>

2 標題未定  <羽深2>

3 標題未定  <羽深3>

4 標題未定  <羽深4>

5 標題未定  <羽深5>

6 標題未定  <羽深6>
  

第１１章 美術・文学   

【美術】   

第一節  戦後改革・制度整備期  

（１）  全道美術協会の設立 1 第3回展の開催（1948年）  <大下26>

（２）  炭鉱町と美術 2 瀝青展発足（夕張）  <大下9①>

3 第9回炭鉱絵画展  <大下7>

（３）  北海道アンデパンダン（旭川） 4 第16回展（1956年）  <大下18>

第二節  高度成長期   

（１）  新北海道美術協会創立と展覧会開催 5 新北海道美術会規約草案  <大下28>

（２）  「北海道美術館」設立運動 6 設立運動のおこり  <大下10>

7 三岸好太郎遺作の受贈と道立美術館  <大下14>

（３）  函館美術界と赤光社（仮） 8 赤光社美術協会（函館）50周年と地域文化の見直し（仮）  <大下1>

9 赤光社美術協会（函館）による美術館建設請願運動（仮）  <大下3>

第三節  安定成長期   

（１）  サッポロトリエンナーレ開催 10 開催の経緯と3度の展覧会  <大下16>

第四節  構造改革期   

（１）  札幌アーティスト・イン・レジデンスの活動 11 1999～2002年までの活動  <大下23>
  

【文学】   

第一節  戦後の出発 1 不安と熱情  <中澤3>

2 北海道から  <中澤2>

3 路線の対立  <中澤4>
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第二節  北海道文学へ 4 理論化をめざして  <中澤8>

5 神話の頂点へ  <中澤9>

6 神話の解体  <中澤10>

第三節  様々な意匠 7 それぞれの方法  <中澤1>

8 交流の分断  <中澤5>

9 結束の模索  <中澤11>

10 ひとつの終焉  <中澤6>

11 多様な可能性  <中澤7>
  

第１２章 スポーツ   

第一節  国際・国内・道内のビッグイベント 1 第九回国民体育大会・北海道国体  <筆耕中>

2 第四四回国民体育大会・はまなす国体  <角7>

3 北海道障害者スポーツ大会①  <小内13新>

4 北海道障害者スポーツ大会②  <小内14新>

第二節  プロ・スポーツを楽しむ 5 「相撲王国北海道」の時代  <筆耕中>

第三節  社会人スポーツの隆盛と翳り 6 王子製紙アイスホッケー部の活躍  <筆耕中>

7 拓銀野球部、産業対抗野球で初優勝  <小内28>

8 大昭和製紙北海道、都市対抗野球で初優勝  <小内27>

第四節  市民スポーツのひろがり 9 ゲートボール聖誕の地（芽室町）  <小内1>

10 下川ジャンプ少年団（下川町）  <小内2>

11 アイスストッカー（広尾町）  <小内新３>

12 長靴アイスホッケー（釧路町）  <小内4>

13 カーリング（常呂町）  <小内5>

14 ミニバレー（大樹町）  <小内6>

15 パークゴルフ（幕別町）  <小内7>

16 昭和新山国際雪合戦（壮瞥町）  <小内8>

17 かんじきソフトボール（黒松内町）  <小内9>

18 フロアカーリング（新得町）  <小内10新>
  

第１３章 アイヌの人びとの生活と文化   

1 アイヌ新聞  <小川1>

2 新アイヌ新聞  <小川2>

3 第一回まりも祭り開催要項  <小川3>
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